
地
域
や
グ
ル
ー
プ
で
交
通
安

全
教
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
建
設
課
管
理
交
通

安
全
係（　

６
２-

９
２
１
６

　

９
２
１
６
）へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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春
の
山
火
事
予
防
運
動

  

貴
重
な
森
林
資
源
を

　

  

火
災
か
ら
守
る
た
め
に

　

春
先
は
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山

林
へ
の
出
入
り
や
、
農
作
業
に
よ

る
野
焼
き
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

山
火
事
は
延
焼
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
一
旦
拡
大
す
る
と
消
火
活
動

が
困
難
と
な
り
、
貴
重
な
森
林
資

源
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
恐
ろ

し
い
災
害
で
す
。

　

森
林
は
、
多
く
の
人
に
安
ら
ぎ

と
憩
い
を
与
え
、
水
源
を
か
ん
養

し
、
土
砂
崩
れ
等
の
災
害
を
防
止

す
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
し

て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
豊
か
な

森
林
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

  

一
人
ひ
と
り
が
力
を

　

  

あ
わ
せ
て
恐
ろ
し
い

　
　

山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

人
に
よ
る
も
の
で
す
。
近
年
、
農

作
業
の
土
手
焼
き
が
原
因
の
山
火

事
が
増
え
て
い
ま
す
。
空
気
の
乾

燥
す
る
春
先
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
山
火
事
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

＊
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
や

　

め
ま
し
ょ
う
。

＊
風
の
強
い
時
や
、
空
気
の
乾
燥

　

し
て
い
る
時
に
、
森
林
と
隣
接

　

し
て
い
る
農
地
や
宅
地
で
の
火

　

の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

＊
枯
草
の
あ
る
場
所
で
の
焚
き
火

　

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

  

4
月
6
日（
木
）〜
4
月
15
日（
土
）

■
交
通
安
全
標
語

　

手
を
上
げ
て

　
　

し
っ
か
り
見
よ
う　

右
左

■
運
動
の
重
点

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

＊
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
　

自
転
車
の
人
身
交
通
事
故
の

　

う
ち
約
７
割
が
誤
っ
た
通
行
に

　

よ
る
事
故
で
す
。

＊
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
の

　

致
死
率
は
、
着
用
者
の
９
倍
以

　

上
で
す
。

＊
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

　

の
防
止

　
　

歩
行
中
に
被
害
に
遭
う
事
故

　

は
、
身
近
な
道
路
で
多
く
発
生

　

し
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
生

活
道
路
の
安
全
点
検
と
危
険
な
箇

所
の
改
善
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に

　
　
　

  

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、｢

お
金
を
貸
し
ま
す｣

と

い
っ
た
内
容
の
偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を
送
り

つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金
名
目

で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の
手
口

が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸

し
ま
す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の

　
　
　
　
　
　

心
構
え
三
か
条

①
取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

　

突
然
送
ら
れ
て
く
る｢

お
金
貸

　

し
ま
す｣
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

　

ー
ル
・
携
帯
メ
ー
ル
等
に
注
意
。

　

（
低
金
利
で
、
し
か
も
高
額
を

　

貸
し
付
け
る
か
の
よ
う
な
広
告

　

に
注
意
。）

②
融
資
を
す
る
前
に
、
様
々
な
口

　

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
そ
う
と

　

す
る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、

　

保
険
料
な
ど
の
名
目
で
必
ず
お

　

金
を
要
求
し
て
き
ま
す
。
）

③｢

貸
し
ま
す
詐
欺｣

か
も
し
れ
な

　

い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に

　

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

　
　

被
害
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

  　

０
３-

５
３
２
０-

４
７
７
５

　
　

（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

　

平
日　

９
時
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
留
守
番
電
話
の

「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
な
り
ま
す
。

  

交
通
共
済
に
加
入
し
よ
う

　

富
士
見
町
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方
を
対
象
に
、
町
で
は
一
人
年

額
350
円
の
掛
金
で
最
高
120
万
円
の

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
、
交
通
共

済
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
見
舞
金
の
対
象
と
な
る
事
故

　

道
路
上
に
お
い
て
自
動
車
、
バ

イ
ク
、
ガ
ー
ト
ラ
、
鉄
道
列
車
、

電
車
、
バ
ス
等
に
乗
車
中
の
衝
突
、

転
落
な
ど
に
よ
る
事
故
、
ま
た
、

歩
行
中
こ
れ
ら
の
車
両
に
よ
り
事

故
に
あ
い
、
通
院
、
入
院
な
ど
を

し
た
場
合
。

■
加
入
申
し
込
み
期
間

　

平
成
18
年
５
月
１
日
〜
平
成
19

年
４
月
30
日

　

期
間
の
途
中
で
加
入
さ
れ
る
方

は
、
短
期
（
月
数
×
30
円
）
で
加

入
で
き
ま
す
。

■
加
入
方
法
（
年
間
契
約
）

　

区
の
推
進
委
員
さ
ん
を
通
し
て
、

加
入
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。
な

お
、
区
に
加
入
し
て
い
な
い
方
に

は
郵
送
で
申
込
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
総
務
課
管
財
係
で
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　

６
２-

９
３
２
５

　
　
　
　
　
　

９
３
２
５

　

年
金
受
給
者
に
係
る

　
　
　
　
　

説　

明　

会

　　

年
金
受
給
者
に
係
る
説
明
会
を

新
規
年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
に

開
催
し
ま
す
。
対
象
は
新
規
年
金

受
給
者
で
す
が
、
長
年
、
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
聞
い
て
い

た
だ
い
て
も
良
い
内
容
で
す
。

■
期　
　

日

　

４
月
11
日（
火
） 

６
月
９
日（
金
）

　

８
月
10
日（
木
）

■
会　
　

場

　

諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

■
日　
　

程

　

受
付　

午
後
２
時
〜　
　

　

説
明　

午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

■
内　
　

容

　

年
金
受
給
者
が
誕
生
月
や
65
歳

に
な
っ
た
と
き
、
又
は
配
偶
者
が

年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
等
の
手
続
き
と
、「
年
金

と
税
金
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

く
ら
し

く
ら
し
の
情
報

の
情
報

く
ら
し

く
ら
し
の
情
報

の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

有

有


